
新しい犬を家に迎えるとき

あなたが新しい犬を家に迎え入れる事になりました。おめでとうござ
います！！これから楽しい犬との暮らしの始まりです。でもその前
に、今すぐにやらなくてはいけないことはありませんか？おそらく今
のあなたは興奮して犬と始まる新しいフレンドシップに胸を躍らせて
いると思います。しかしここは少し冷静になってみて下さい。と言う
のもおそらく犬はあなたの興奮に反してとても混乱していると思われ
るからです。犬にどのような歴史があったとしても、あなたと一緒に
家で暮らすということは新しい経験のはずです。もしかすると犬は今
までの習慣との違いに混乱しているかも知れません。自分はどこにい
るのか、自分のまわりにいる新しい人達が誰なのか不安を抱えている
ことでしょう。

そのように不安になっている犬を上手に家に馴染ませるカギを握って
いるのは間違いなく新しいオーナーのあなたです。犬の個性にもより
ますが新しい環境に馴染むのに２日～２カ月程度の月日を要します。

犬が環境になじむまでの間、心配だからと声をかけたり抱きしめたり
するのはご法度。犬が環境に馴染むためにはまず、犬自ら環境になじ
もうとアクションを起こすのを根気強く待つ必要があります。新しい
犬を迎えた時は必要なだけのフードと新鮮な水、そして散歩のとき以
外は犬を遠くから見守りましょう。犬はきっと家じゅうのにおいをか
いだりするでしょう。もし犬に立ち入って欲しくない場所や、ソファ
ー、ベッドがある場合は、最初からそこは禁止であると言うルールを
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教える必要がありますが、決して怒るのではなく、最初から柵をつけ
たり、ドアを閉めておいて防ぐことでトレーニングをする方法を選ぶ
ようにしてください。

「犬が馴染むまで待ちきれない！」と言う気持ちもわかりますが、最
初のプロセスが今後の犬との生活を左右すると言っても過言ではあり
ません。ここは衝動をグッと抑えてかわいい犬グッズを揃えたり、質
の良い食事などの勉強をしながら犬との生活を楽しんで下さい。
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新しい犬を家に迎えるとき（続き）
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【以下は犬が新しい環境にスムーズに馴染むのを手伝ういくつかの方法です。】

▼犬グッズをそろえておく
首輪、リード、フード。フードと水のボウル、いくつかのおもちゃ、ブラシ、
クレート、犬専門のベッド。そして名札を忘れないようにしてください。

▼新しい犬を迎えるなら週末に
新しい犬を家に迎えるときは週末のように、なるべく2，3日連続してあなたが
家にいる事が出来る時を選んでください。先にも書いたとおり過剰に犬に接す
る必要はありませんが、つねに注意の目を犬に払ってください。

▼先住ペットや新しい犬のヘルスケア
保健所から譲渡した動物の場合。それぞれの動物が様々な飼育環境を持って保
健所へやってきます。中には一度も予防接種を受けたことのない子もいるでし
ょう。保健所では健康診断や予防注射を接種させウイルス感染などには最大の
努力をしますが、生き物が相手ゆえにそれが１００％確実と言う保証はありま
せん。もしあなたの家に先住ペットがいる場合は彼らの予防接種が更新されて
いるかを事前に確認しましょう。

新しい犬は遅くても譲渡から1週間以内に獣医さんにかかるようにしてくださ
い。そこで彼は必要な健康診断と予防接種を受ける事が出来るでしょう。もし
新しい犬に避妊や去勢がされてなかったら、必ず手術の予約を入れて下さい！
保健所にはもうすでに多すぎるほどのホームレスの犬たちがいます。その深刻
な問題にあなたの新しい家族を加担させないでください！

▼家族の役割分担やルールを決めておく
犬の世話を誰がどのように見るのか役割分担とスケジュールをあらかじめ作成し
てください。だれが朝の散歩をするのか、誰が食事を上げお皿を清潔に保つの
か。夕方のお散歩は？クレートの掃除は？また犬はソファーやベッドに乗っても
いいか、夜はどこで眠るのか、立ち入り禁止の場所が部屋の中にないかなど、犬
にたいするルールも事前に家族と相談し、作っておく必要があります。

犬を家族に迎えるときは一人でも反対する人がいる場合
は迎え入れるべきではありません。また過去に飼育経
験のない人は、家族全員のアレルギーテストを済ま
せておく必要があります。また家族やライフスタイ
ルに見合った犬種や運動量、犬の年齢、性別を家族
と充分に話し合ってください。このことは年齢や
性別、仕事に関わらず家族全員に飼い主としての
責任感を芽生えさせる効果もあります。
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